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特集：北京－伝統から現代へ 
 

★表紙 

三環路内側の十八里店スラム。高層ビルと低層スラムとのコントラストが強烈

である。弘善卸売市場を囲むスラムは，一部で撤去が始まっていた。祟文区住

民の立ち退き移転先は，三環路内でもなかなか理解が得られない。（2006 年 2

月 14 日松村嘉久撮影） 

 

★カラー頁 

北京－インナーシティとスラムのクリアランス 松村嘉久 

 

★特集 北京－伝統から現代へ 
北京－伝統から現代へ 秋山元秀 

北京の空間構造と都市計画 小野寺 淳 

北京の大気汚染－さまざまな非効率の元凶 景元書・一ノ瀬俊明 

北京オリンピックと都市空間の変容－インナーシティとスラムのクリアランス 松村嘉久 

私の北京観光案内 浦 達雄 

中国電子地図と北京電子地図 柴田健一 

 

★新連載 

学校教育で「地理」はなぜ必要か？ 

 

★連載 

私のつくった地図読図問題 4 野中規夫 

観光景観論試論 2 観光資源とは 溝尾良隆 

持続可能な地域社会に向けて－地理教育の挑戦 3 

 グローバルな世界と私たちの生活－フード・マイレージで考える 小林正人 

地理だからこそできる授業 12 

 身近な生活からみえてくる現代世界の諸課題－バイオ燃料を例に 深瀬浩三 

2 時間エクスカーションガイド 38 

 筑後川中流の右岸と左岸－久留米市街地とみやき町の地場産業と歴史を訪ねる 角田清美 

前号特集コラム●地形図の「これ何？」 地図に現れた不思議な水路－川崎運河 編集部 

多摩丘陵の谷戸を巡る小さな旅 3 

 谷戸の景観を誰がどうやって維持するか－「上柚木・中山地区」「黒川地区」 岡 秀一 

世界発見・日本発見 44 

 幕末の外交官ハリスとアメリカ領事館の跡を訪ねて－下田港と玉泉寺 池田晶一 

宇宙から見たユネスコ世界遺産 54 古代都市テーベとその墓地遺跡 田中總太郎 

 



★寄稿 

自地域学ムーヴメントと「地域学」の分類試論 高野岳彦 

 

★書架 

村井吉敬著『エビと日本人 ２』 淺野敏久 

小泉武栄著『自然を読み解く山歩き』 小口 高 

千田稔著『平城京遷都』 米家泰作 

菅原健二著『川の地図辞典 江戸・東京／23 区編』 齋藤清嗣 

浜口哲一著『生きもの地図をつくろう』 志村 喬 

中田哲也著『フード・マイレージ』 田林 明 

薗部澄ほか写真『昭和 30 年頃の香川県』 香川貴志 

漆原和子編著『石垣が語る風土と文化』 松山 洋 

 

★ジオグラファーズ・フォーラム 

 

★情報 

高校生の 6割が宮崎県の場所を知らない－日本地理学会の調査と新聞報道 

第 1回 地理日本選手権兼国際地理オリンピック日本代表選考会 

原稿募集／ちょっとお知らせ／次号予告 


